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名
瀬
市
の
自
主
文
化
事
業

「
珊
瑚
礁
の
風
と
オ
ル
ガ
ン
の

調
べ
」
が
十
日
夜
、
奄
美
文
化

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

唄
者
の
坪
山
軍
さ
ん
と
日
本
を

代
表
す
る
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

・
酒

井
一≧

員
ｔ
丼
一ん
が
共
演
。
約
九

百
人
の
聴
衆
は
島
唄
と
オ
ル
ガ

ン
の
音
色
が
織
り
な
す
珍
し
い

ス
テ
ー
ジ
に
、
興
味
深
そ
う
に

聴
き
入
っ
て
い
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
酒
井
さ
ん

の

「
赤
ト
ン
ボ
の
主
題
に
よ
る

変
奏
曲
」
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

坪
山
さ
ん
が

「
あ
さ
ば
な
節
」

一
く
る
だ
ん
ど
節
」
な
ど
を
歌

い
、
酒
井
さ
ん
は
三
十
八
種
類

の
音
色
を
出
せ
る
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
オ
ル
ガ
ン
を

使
い
、
バ
ッ
ハ
の

「
ト

ッ
カ
ー

タ
と
フ
ー
ガ
　
ニ
短
調
」
、
瞑

想
的
即
興
曲

「
流

離

（
さ

す

ら
い
）
」
な
ど
を
厳
か
に
演
奏

し
た
ｃ

今
回
の
メ
ー
ン
と
な

っ
た
島

唄
と
オ
ル
ガ
ン
の
共
演
で
は
、

坪
山
さ
ん
と
酒
井
さ
ん
が

「
綾

蝶

（
あ
や
は
ぶ
ら
）
節
」

「
嘉

徳
な
べ
加
那
節
」

「
や
ち
ゃ
坊

幻
想
曲
」
な
ど
六
曲
を
披
露
、

三
回
目
の
共
演
と
あ

っ
て
息
の

合
っ
た
二
人
は
、
島
唄
と
オ
ル

ガ
ン
の
響
き
を
見
事
に
調
和
さ

せ
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を

浴
び
て
い
た
。

ま
た
賛
助
出
演
し
た
名
瀬
市

立
少
年
少
女
合
唱
団
も

「
ね
ん

ね
が
せ
」
な
ど
奄
美
の
童
歌
四

曲
を
元
気
よ
く
歌

っ
た
。

息
の
合
っ
た
共
演
を
み
せ
た
坪
山
さ
ん
と
酒
井
さ
ん

幻
想
的
な
調

べ
に
酔
う

島
唄
と
オ
ル
ガ

ン
が
競
演

奄
美
島
唄
と
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
の
幻
想
的
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

演
出
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

「
珊
瑚

礁
の
風
と
オ
ル
ガ
ン
の
調
べ
」

（名
瀬
市

・
市
教
委
主
催
）
が

十
日
、
奄
美
文
化
セ

ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
あ

っ
た
ｃ
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
約
八
百
人
の
観
客
が
来

場
Ｇ
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
酒

井
多
賀
志
さ
ん

の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
と
、
シ
マ
ン
チ
ュ
の
魂
を

ゆ
る
が
す
坪
山
豊
さ
ん

の
島
唄

の
調
べ
に
、
観
客
ら
は
静
か
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
市
が

自
主
文
化
事
業
の

一
環
と
し
て

開
い
た
も
の
。
賛
助
出
演
と
し

て
、
市
立
少
年
少
女
合
唱
団
も

登
場
し
た
。

酒
井
さ
ん
は

一
九
七
〇
年
、

茎

昼
パ
大
オ
ル
ガ
ン
科
大
学
院

在
学
中
に
万
国
博
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
喘駆
一同
位
に
入
賞
。
そ

の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
音

楽
に
不
足
を
感
じ
、
今
で
は
、

日
本
各
地
の
民
譜
と
の
共
演
に

取
り
組
ん
で
い
る
ｃ

坪
山
さ
ん
は
宇
検
村
出
身
。

船
大
工
の
か
た
わ
ら
、
ウ
タ

ン
ャ
と
し
て
島
唄
の
魅
力
を
歌

い
伝
え
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
な
ど
と
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
に
も
意
欲
的
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
活
動
存
主
と
し
、
酒
井
さ

ん
と
は
、
お
互
い
創
作
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
で
息
が
合

っ

た
。
今
回
が
二
回
日
の
共
演
。

当
日
は
、
郷
愁
の
念
を
誘
う

「
赤
ト
ン
ボ
の
主
題
に
よ
る
変

奏
曲
」
か
ら
始
ま
り
、
「
あ
さ

ば
な
節
」
「
ト

ッ
カ
ー
タ
と

フ
ー
ガ
ニ
単
調
」
な
ど
が
演
奏

さ
れ
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

ど
お
馴
染
み
の
ナ
ン
バ
ー
や
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
が
加
わ

っ

て
、
雄
大
な
音
楽
に
生
ま
れ
変

わ

っ
た
島
唄

「
行
き
ょ
う
れ

節
」
「
や
ち
ゃ
坊
幻
想
曲
」
な

ど
は
、
聴
く
人
を
魅
了
し
た
ｃ

最
後
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

一渡

し
ゃ
」
一£
器
を
閉
じ
た
。

名
瀬
市
平
田
町
在
住
の
下
柳

田
美
香
さ
ん
（四
六）
は

「
不
思
議

な
感
じ
。
島
唄
と
オ
ル
ガ
ン
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
は
、
島
外
の
人
で

も
入
り
込
み
や
す
い
だ
ろ
う
」

と
話
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
、

鹿
児
島
か
ら
来
た
ば
か
り
の
切

通
啓

一
郎
さ
ん

（〓
四）
は
、
一
島

唄
は

『
奄
美
だ
け
の
も
の
』
と

い
う
拒
絶
感
が
あ
っ
た
。
違
う

ジ
ャ
ン
ル
と
の
共
演
は
分
か
り

や
す
い
っ
も
っ
と
、
い
ろ
い
ろ

な
音
楽
と
融
合
し
て
は
し
い
」

と
語
っ
て
い
た
ｃ
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島唄とパイプオルガンが見事にマッチした「珊瑚礁の風とオ
ルガンの調べ」
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